
（別紙３）

〜 令和 7年 １⽉ ２４⽇

（対象者数） 10 （回答者数） 9

〜 令和 ７年 １⽉ ２４⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・⾷育の⼤事さを保護者とも今後は共有できる取り組みを
考えて⾏きたいと思います。

2

・送迎時でのインフォーマルな⾯談等をより活⽤し、保護
者に寄り添った⽀援を⼼がけます。また、ICT利⽤による保
護者と職員の研修等も実⾏していけたらと思っています。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・療法⼠の確保に向けてまずは、募集のみなし等を⾏い、
SNS等を通じて魅⼒ある内容の発信を⾏っていきたいと思い
ます。

2

・地域の⾏事の把握や町内会等への顔出しなどしていきま
す。また、地域の住⺠の⽅々とも何気ない会話や挨拶等で
まずは事業所の認知を上げていきたいと思います。

3

・給⾷の提供をしています。 ・⾃社で作っている給⾷は栄養⾯を管理した内容で提供でき
ています。また、⾷の理解と⼤事さを⼦供たちに伝え、味覚
を感じて欲しいと⾷育を実施しています。

○事業所名 発達⽀援センター コメット３

○保護者評価実施期間 令和 6年 １⽉ ６⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和 ６年 １⽉ ６⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 ７年 ２⽉ ３⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

・ご家族のサポートを丁寧に⾏っています。 ・個別の⾯談を含め、コドモン（連絡アプリ）というICTを
利⽤した連絡ツールの活⽤を⾏っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・療法⼠(理学療法⼠・作業療法⼠・⾔語聴覚⼠)が必要と感
じることがあります。

・地域との交流やつながりが少なく感じます。 ・現代の関係の希薄さからか地域との連携もなかなか接点を
⾒いだせない状況であると感じています。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


